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日本在宅褥瘡創傷ケア推進協会

2011 年度 近畿地区 床ずれセミナー

理 事 長 大浦 武彦（褥瘡・創傷治癒研究所 所長）

全国会長 中條 俊夫（青葉会 青葉病院 院長）

地区会長 北川 智美（彦根市立病院 皮膚・排泄ケア認定看護師）

《総会テーマ》

在宅褥瘡ケアにおける多職種連携

―在宅療養者が望む床ずれ対策を知り、力を合わせるー

＜ ご 挨 拶 ＞

去る３月１１日の東北地方太平洋沖地震により、被害を受けられた皆様には心よりお見舞い申し上げます。

日本の医療福祉や特に在宅医療における問題点など我々医療従事者には多くの課題をいただきました。

在宅では、マンパワー、資金と資源が不足する中で十分な対策が取れず、本来は褥瘡にならないはずの在

宅療養者に褥瘡が発生し、療養者のみならず家族も大変苦しんでいるのが現状です。しかし、このような現

状に決してあきらめず、創意工夫を重ねて、より快適で、安全な在宅療養が実現できる新しい技術も開発さ

れて来ています。総会では、堀田由浩による「新床ずれケアナビ」の使い方の解説、塚田邦夫による「在宅

栄養事情の最前線」、大浦武彦による「在宅で安心して使える穴あきフィルム」、北川智美による「介護福祉

士の取り組み」、下元佳子による実演「褥瘡予防の為の姿勢管理と動作介助」、また、豪華講師陣による「ぶ

っつけ本番 在宅症例検討会」の実施を予定しています。ぜひとも、この機会に、ご参加頂き、あたたかい介

護が実現できるようにご一緒に場を共有できれば幸いです。

2011 年度会長 中條 俊夫

【日 時】：2011 年 7 月 30 日（土） 9時 45 分開始（9時 10 分受付開始）

【定 員】：250 名

【参加費】：会員 1,000 円 / 非会員 3,000 円 / 学生 1,000 円

【会 場】：草津市立サンサンホール 大ホール（〒525-0032 滋賀県草津市大路 2 丁目 11 番 51 号）

JR 琵琶湖線「草津」より徒歩 10 分

新名神「草津田上 IC」または名神「栗東 IC」

から約 15 分

草津商工会議所と同建物

草津警察署隣り



近畿地区床ずれセミナー プログラム（予定）
9：10 受付開始 （企業展示開始）

9：45－ 9：50 開会の辞 理事長 大浦武彦

9：50－10：40 講演1 「 新床ずれケアナビを活用してあたたかい在宅床ずれケアを実践しよう」

統合医療 希望クリニック 院長 堀田由浩

10：40－11：30 講演 2 「これぞ在宅栄養事情 最前線！

～明日から実践できる栄養対策いろいろ～」

高岡駅南クリニック 院長 塚田邦夫

11：30－11：45 休憩

11：45－13：10 ランチョンセミナー 「在宅療養者が望む床ずれ対策」

① 「在宅で安心して使えるスキンキュアパッド」 北海道大学 名誉教授 大浦武彦

② 「これでいいのか！オムツの現状」 ～輝いている介護福祉士たちの取り組み～

彦根市立病院 北川智美

特別養護老人ホーム 真盛園 片山大海、小谷仁志

13：10－13：40 休憩・企業展示

13：40－14：40 講演 3 「床ずれ予防のための姿勢管理（シーティング）と動作介助

～相手の立場になって考えてみよう～」

生き活きサポートセンターうぇるぱ高知 代表 下元佳子

14：40－15：10 休憩・企業展示

15：10－16：00 「ぶっつけ本番 在宅症例検討会」（予定）

大浦武彦、堀田由浩、下元佳子、北川智美

16：00－16：10 閉会の辞 地区会長 彦根市立病院 北川智美

16：10－16：20 アンケート記入 コアスタッフ申し込み受付

16：20 終了

☆ 当日、協会発行の冊子「新床ずれ（褥瘡）ケアナビ･在宅版」を特別価格にて販売します。

日本在宅褥瘡創傷ケア推進協会 事務局
〒169-0072 東京都新宿区大久保 2丁目 4番地 12 号 新宿ラムダックスビル 10 階

株式会社 春恒社 学会事務部内

TEL：03-5291-6231 FAX：03-5291-2176

※ 詳細は予告なく変更されることがございますので、適宜協会ホームページでご確認いただくことを

お勧めいたします。

協会ホームページ URL: http://www.zaitaku-jokusou.info


